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21 世紀のアメリカの公共図書館像
─ ハワード郡図書館システム（Howard County Library System）の事例 ─
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機構（Institute of Museum and Library Services）は 2009 年に『博物館・図書館と
21 世紀スキル』（Museums, Libraries, and 21st Century Skills）を刊行して、今後の
公共図書館像を探るべく先進的な公共図書館を紹介しているi。
　一方、メリーランド州（Maryland）にあるハワード郡図書館システム
（Howard County Library System）が Gale/Library Journalにより「2013 年の最優












　メリーランド州ハワード郡には 2012 年現在、約 30 万人が住んでいると





















































　図書館（HCLS）は全 69 学校のうちの 12 学校とパートナーシップを組
んでいた。しかし、それは個々の学校単位で、学期が始まる前に学校が






































　５）夏の読書プログラム（summer reading program）を PRするために、学
校図書館とスクール・ライブラリアンへ資料を提供する。
　６）HCLSのニュースやイベントについて教師、生徒、保護者に知っ





































が高くなった。たとえば、ハワード郡の 2003 年度の ‘Education Day’の際
に、HCPSSやハワード・コミュニティ大学に加えて図書館（HCLS）も招聘
された。このようなことは以前にはなかったことであった。また、ハワー








稚園児へは 310 の図書館カードを、学校の児童・生徒には 3,500 の図書館
カードを送付した。


















Native American Culture, ② Multicultural Holiday Stories, ③ Hispanic Heritage































ートリアルを増やした。Online Writing Lab も導入した。そのデータベー
スにエッセーを入力すると、24 時間以内にスタイル、文法、文の構成、内
容に関するコメントが戻ってくる。






















ンサーになって、幼稚園児を対象に ‘Language Here, Literacy Here,
Language/Literacy Everywhere!’のセミナーを開いた。






　１）BUMBLE BEEプログラム⇒ Spelling Beeの姉妹プログラムとして、
小学１年生から３年生が対象の ‘Bumble Bee’プログラムを開始した。




































　　＊ Consumer Reports Best Buy Drugs
　　＊ AMA DoctorFinder
　　＊ Find a Dentist
　　＊ Find a Psychologist
　　＊Maryland Physician Profile Search




















土砂流出防止センター（Center for Watershed Protection）、HCPSS、ハワード・
コミュニティ大学、ハワード郡娯楽・公園局等とパートナーシップを組ん
での実施であった。













　〈柱３：教育的、啓発的経験（Instructive & Enlightening Experiences）〉
　１）WELL and WISE プログラム⇒ハワード郡ゼネラル・ホスピタル







　３）CHILDREN’S DISCOVERY FAIRプログラム⇒今年は 3— 5 歳児を
対象に、読書の基礎や児童教育に関連する自由活動をしてもらった。自由
活動の中には相互ゲーム、工作、物語等が含まれ、800 人が参加した。
　４）BATTLE of the BOOKSプログラムでは、900 人の５年生が様々な分
野とレベルの 16 冊の本を読んで、50 の質問に答えるというコンテストを
開催した。「最高点」、「ベストチーム名」、「ベスト・コスチューム」、「ベス
ト・チーム精神」、「ベスト住民性」の５カテゴリーで賞を与えた。



















れらの活動を含めて概観すると、HCLSの 2013 年度の貸出点数は 740 万
点で、過去 10 年間で２倍に増えた。図書館員による調査援助（レファレン
ス）も 200 万件で、それも２倍に増えた。図書館訪問は 320 万回、バーチ
ャルな訪問は 500 万回、クラスやイベントへの参加者は 25 万人以上で、




















　１）ビジネス専門職を支援する科目（Business Communication, Business Software, 
General Business Skills, Grant Writing, Management and Leadership, Sales and Marketing, 
Start Your Own Business等）
　２）コンピュータや IT関連科目（Computer Fundamentals, Computer Program-
ming, Database Management, Graphic and Multimedia Design, Networking and 
Communications, Web Technology等）
　３）保健関連科目（Alternative Medicine, EMS and Firefighters, Ethics, Law and






＊ President & CEO（館長）
＊ Chief Operating Officer-Public Services（パブリック・サービス主任）
＊ Chief Operating Officer-Support Services（支援職員主任）
＊ Chief Financial Officer（会計主任）
＊ Director of Human Resources（人事主任）
＊ Director of IT & Data/Materials Processing（ITおよび資料組織主任）
＊ Director of Public Relations（広報主任）
＊ Head of Customer Service（利用者サービス主任）
＊ Support Services Manager（支援サービス・マネージャー）
＊ Head of Materials Management（資料管理主任）
16　（山本・大城）
＊  Head of Children’s & Teen Curriculum（児童と十代対象のカリキュラム主任）
＊ Events and Seminars Manager（イベントとセミナーのマネージャー）
＊  Community Education and Partnerships Coordinator（コミュニティ教育およ
びパートナーシップのコーディネータ）
＊ Adult Literacy Coordinator（成人リテラシー・コーディネータ）
＊ Central Branch Manager（中央地域館のマネージャー）
＊  East Columbia Branch Manager（イースト・コロンビア地域館のマネージャ
ー）
＊ Glenwood Branch Manager（グレンウッド地域館のマネージャー）
＊Miller Branch Manager（ミラー地域館のマネージャー）
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